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3． 論文の採否 : 論文の採否は Editorial board のメンバーによる査読審査の結果に従い決定される．

ただし，シンポジウムなどの記録や治験論文については編集部で採否を決定する．

4． 論文の訂正 : 査読審査の結果，原稿の訂正を求められた場合は，40日以内に，訂正された原稿に訂正点を

明示した手紙をつけて，前記泌尿器科紀要刊行会宛て送付すること．

なお，Editor の責任において一部字句の訂正をすることがある．

5． 採択論文 : 論文が採択された場合，原稿を CD-R・CD-RW・USB（返却せず）のいずれかに保存し，編集

部へ送付する．ディスクには論文受付番号・筆頭著者名・機種名・ソフトウエアとそのバージョンを明記す

る．原稿は Microsoft 社の Word での作成を推奨する．

6． 校正 : 校正は著者による責任校正とする．著者複数の場合は校正責任者を投稿時指定する．

7． 掲載 : 論文の掲載は採用順を原則とする．迅速掲載を希望するときは投稿時にその旨申し出ること．

1) 掲載料は 1頁につき和文は4,300円（税抜き），超過頁は 1頁につき5,800円（税抜き），写真の製版代，凸

版，トレース代，別冊，送料などは別に実費を申し受ける．但し，論文受理に際し編集部の判断でカラー印

刷が妥当と判断した場合には，著者に別にその実費（ 1ページ40,000円）を申し受けることもある．

2) 迅速掲載には迅速掲載料を要する．

5頁以内は30,000円（税抜き）， 6頁以上は 1頁毎に10,000円（税抜き）を加算した額を申し受ける．

3) 薬剤の効果，測定試薬の成績，治療機器の使用などに関する治験論文および学会抄録については，掲載料

を別途に申し受ける．

4) 掲載論文は刊行後 1年を経過した時点で電子ジャーナルとして公開する．

5) 掲載論文には JaLC DOI を付与する（2016年 7月号から開始）．

例）10.14989/ActaUrolJapl­ul_[巻]_[号]_[開始ページ]

Web にてアクセスする場合には上記の DOI の前に http://dx.doi.org/ を加えて入力することで泌尿器科紀要

情報ページに到達できる．また他 DOI への重複付与はしないこと（ 1論文 1 DOI）．

8． 著作権 : 当誌に掲載する著作物に関する国内外の一切の著作権（日本国著作権法第21条から第28条までに

規定するすべての権利※を含む．以下同じ．）は泌尿器科紀要刊行会に帰属するものとする．

著作者の権利 : 当誌が著作権を有する論文等の著作物を著作者自身がこの規程に従い利用することに対し，

当誌はこれに異議申し立て，もしくは妨げることをしない．著作者は，投稿した論文等について本学会の出版

物発行前後にかかわらず，いつでも著作者個人のWeb サイト（著作者所属組織のサイトを含む．以下同じ．）

において自ら創作した著作物を掲載することができるが，掲載に際して当誌のからの出典を明記しなければな

らない．

※以下の権利を含む :

複製権（第21条），上演権および演奏権（第22条），上映権（第22条の 2），公衆送信権等（第23条），口述権

（第24条），展示権（第25条），頒布権（第26条），譲渡権（第26条の 2），貸与権（第26条の 3），翻訳権，翻案

権等（第27条），二次的著作物の利用に関する原著作者の権利（第28条）

9． 別刷 : 30部までは送料とも無料とし，それを超える部数と送料については実費負担とする．著者校正時に

部数を指定する．
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編 集 後 記

私事になるが，車の免許を取り上げた父（2019年 6月の紀要）が今年 2月に急逝し，初盆のために故郷の浜田

に帰省した．コロナ下のため，私と姉の家族だけの寂しい初盆となった．楽しみにしていた盆踊りは中止とな

り，親戚の方達にも玄関口だけの対応で済ませていただいた．

今回の帰省では， 4人の孫達（全員 6歳以下です．）も一緒だった．実家は海岸沿いにあるので，波止場での

魚釣りと浜辺での海遊びに連れていった． 1時間あまりで20匹程度の子アジが釣れ，また砂浜の海水も透き通っ

ていて気持ちの良い海水浴が出来た．孫達にとっては大満足の小旅行だったようだ．誰も住まなくなった家をど

うするかは，まだ決まっていないが，孫達が大きくなるまでは「海の家」として残しておくのもありかもしれない．

（小川 修）
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